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2011年3月11日に発生した地震と津波
で損害を受けた福島第一原発（FDNPP)
から大量の放射性物質が放出された	

2011年3月16日福島第一原発4号機　	
（東京電力）	

環境中に放出された放射性
物質について広範囲・長期的

なモニタリングが必要	

Yasunari	et	al.,	2011	

一度陸上に降下した放射性物質が
再び海洋に流出する「二次拡散」も
懸念されている	
	
特に沿岸部は漁業や人間活動の
場として重要であるが，広範囲の
観測を長期的に行う事は困難．	

背景	



イガイ類は付着性の
二枚貝で，世界中に
分布しており，汚染物
質のモニタリングに利
用されている．	

ムラサキイガイ	

The´bault	et	al.,	2008	

軟体部（２０個体程度）
を凍結乾燥・	
すりつぶして検出器へ	

2011年9月から	
年１回の試料採集	

イガイ軟体部中の放射性
Csを測定することで，福島
第一原発から放出された
放射性物質のモニタリング
を行う	

宇宙線研究所地下低バック
グラウンド実験室に設置さ
れたゲルマニウム検出器
（Canberra	GCW3523）	
	
１試料当たり3日〜7日	
137Cs,	134Csを測定	

濾過食を通じて
放射性物質を
取り込む	

方法	
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結果	

最も高かったのは2011
年久之浜（30km）0.9	
Bq/g	

気仙沼以北では2012年
以降不検出（0.0023	Bq/g
以下）	

134/137比は大体
1-1.5→FDNPP事故由来	

2015年5月〜12月	
2016年11月-2017年7月　	
のべ62試料（Std含む）	

FDNPP以南で高い値	

137Cs	は．．．	



Otsuchi

Kamaishi

Ofunato

Kesennnuma

Sendai

Soma

Somafutaba

Hisanohama

Yotsukura

Ena

Onahama

Otsu

2011
2012
2013
2014
2015

0 0.02 0.04 0.06 0.08 0.10

Otsuchi

Kamaishi

Ofunato

Kesennnuma

Sendai

Soma

Somafutaba

Hisanohama

Yotsukura

Ena

Onahama

Otsu

2011
2012
2013
2014
2015

0 0.02 0.04 0.06 0.08 0.10

Otsuchi

Kamaishi

Ofunato

Kesennnuma

Sendai

Soma

Somafutaba

Hisanohama

Yotsukura

Ena

Onahama

Otsu

2011
2012
2013
2014
2015

0 0.02 0.04 0.06 0.08 0.10
137Cs	(	Bq/g)	

ほとんど変化しないor増加	

減少	

南方の地点については今後も継続して測定を行う	

結果	



有機汚染物質	 重金属	

他の測定項目ともあわせて考察	

Mizukawa	et	al.,	2017	

Mn	

As	

Cd	

Sn	

Pb	

Hg	

同一試料を利用して様々な分析を行っています	

貝殻中の
微量元素
も分析して

います	



地下実験室の環境連続測定	
研究代表者：荒川久幸	
配分額：５万円	

停電後よりデータの送信がうまくいかず停止中
（コンバータの故障？）．近日中に復旧予定	

２００２年より実験室内の環境（大気圧・ラドン濃度・
温度湿度・液体窒素容器重量計４台の計７項目 ）
をモニタリング．ゲルマニウム検出器の測定値に異
常値が出た際に環境データと比較する事で，	
原因の究明が可能となる．	

液体窒素	

ラドン	

大気圧	

室温・湿度	



共同利用にあたり，奥村先生，	
木次様はじめ宇宙線研究所の	
皆様には大変お世話になっています．	

Det01(山形大）10月末より
故障中	

Det02(海洋大・大気海洋研）AMP修
理中（det03AMPを使用）	Det04(山形大）測定中	

実験室の状況	


